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研究成果の概要（和文）：　現代のメディア文化は、小説、漫画、アニメーション、映画、インターネット上の
動画サイト等をはじめ、同じ作中人物や物語を持った作品が、複数のメディアに跨がる形で発信されることに大
きな特徴がある。
　従来の研究では、この中のどれかひとつのメディアに焦点を当てて考察を行ったり、〈メディアミックス〉の
観点から分析したりすることが通常であった。
　本研究はこうした現状に対して、多メディア展開する現代の作品を、メディアを横断して分析・考察する方法
を探り、新たな人文科学研究のあり方を示すこと目指したものである。

研究成果の概要（英文）：　A feature of contemporary media culture is that a single work is 
transmitted simultaneously across multiple media. For example, it is a novels, mangas, animations, 
movies, video sites on the Internet, and so on. 
　However, in conventional research, it was usual to focus on one of these media and analyze it from
 the perspective of  "Media Mix".
　In response to the current situation of such research, this research explores ways to analyze and 
examine such modern media culture, across multiple media. By doing this, we aimed to build a new way
 of humanities research.

研究分野： 日本文学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
(１) 概要 
本研究の研究代表者・研究分担者・連携研

究者は、研究開始当初の時点まで、2006 年
に活動を開始し、横浜国立と目白大学で行わ
れている「ライトノベル研究会」での研究を
通じ、一柳廣孝・久米依子編『ライトノベル
研究序説』（青弓社、平成 21）、『ライトノベ
ル・スタディーズ』（青弓社、平成 25）など
で各章の執筆を担当して、一定の評価を得て
きた。本研究はこれらの成果を土台として、
ライトノベルについての研究をマンガ、アニ
メーション、映画、インターネット上の動画
や言説、児童文化との接続、海外での翻訳・
受容なども含めた複合的なメディア文化に
ついての研究へと発展させ、それらのあいだ
にどのような断続があるのかについて分
析・考察を進めることで、新たなメディア文
化の研究方法を探るものである。 
特に本研究を始めるにあたって問題とし

たのは、メディア文化の国際性と、複数メデ
ィアに跨がるテクストについての研究方法
の 2 点である。 
 
(２) 現代日本のメディア文化における国際

的な広がり 
漫画、アニメーション、ライトノベルなど

に代表されるメディア文化は次々に世界に
輸出されており、現代日本文化の中でもっと
も海外への発信力が高い領域のひとつであ
ると言える。 
しかし河野至恩が『世界の読者に伝えると

ということ』（講談社、平成 26）で指摘した
ように、これらの文化は海外において、日本
国内と同じように受容されているわけでは
ない。それぞれの文化の枠組みや、日本文化
に対する見方にしたがって受け入れられて
いることになる。そこで、まずはこれらのコ
ンテンツ文化がどのように翻訳され、受容さ
れているかについての実態をより正確に把
握することをめざした。その上で、どのよう
にすればこれらの文化についての研究を海
外に向けて発信できるのかを、再考する必要
があった。 
 
(３) メディア文化に関する横断的研究の必

要性 
しかし、こうした海外への発信は容易なこ

とではない。なぜなら、現代のマンガ、アニ
メーション、ライトノベルなどの作品はメデ
ィアを越境する形で展開することが多いた
め、その実態を捉えるためにはメディアを横
断する形で分析・考察を行うことが必要とな
るためである。 
一方でこれらの分野に関するそれまでの

研究は、たとえばマンガはマンガ研究、アニ
メーション論はアニメーション研究、ライト
ノベルはライトノベル研究という単一メデ
ィアの枠内で進められることが一般的だっ
た。また、物語をテクストとして分析する小

説の研究との往来がほとんどなく、複数メデ
ィアにまたがる研究においても従来型の〈メ
ディアミックス〉の視点から研究が行われる
というのが通常になっていたという問題が
あった。そうした現状を克服するための道筋
を考えることが、本研究を開始した背景とな
っている。 
 
２．研究の目的 
(１) 概要 
 本研究は、研究代表者・研究分担者・連携
研究者によるこれまでの研究成果や、研究の
背景を踏まえ、まずはライトノベルを中心に
据えた上で、それらのテクストがマンガやア
ニメーションなどに多メディア展開された
ものを一つの作品群として捉えて、複合的に
分析・考察を進めていく方法を探ったもので
ある。 
具体的には、以下の２点を明らかにするこ

とを目的とした。 
 
(２) ライトノベルを中心とした海外での受

容と翻訳状況の分析 
現代日本のメディア文化が、国内だけでな

く、ヨーロッパ諸国や韓国や中国、台湾、タ
イなどを中心にしたアジア圏において、どの
ように受容されているのかについて、その様
相を明らかにすることをめざした。 
具体的には、ライトノベル作品の翻訳状況

と他メディア展開のあり方、また、それらが
現地のメディア文化とどのような関係にあ
るのかについて明らかにすることを目的と
した。 
 
(３) メディア横断型コンテンツに関する分

析理論についての研究 
メディアを横断する形で展開する現代の

メディア文化について、その現状をより実態
に即した形で明らかにしていくための分析
方法の確立を目指した。特に 1980 年代の少
女小説や、1990 年前後の雑誌メディア、あ
るいは現代のインターネット上で投稿され
ている動画と文章メディアとの関係などを
対象とし、それらの具体的な分析に基づいて、
複合的に研究を進めていくための方法を探
ることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
(１) 海外翻訳ライトノベルの調査・収集と、

翻訳の具体的分析 
 ライトノベルを中心に、マンガ、アニメー
ション、インターネット上の動画、映画など
に他メディア展開された作品について、海外
で翻訳されているテクストの調査・収集を行
った。 
またそれらの翻訳作品の具体的な様態に

ついて、日本のコンテンツの何が翻訳可能で、
何が翻訳しにくいのかという視点から分析
を行った。 
 



(２) 複数メディアにまたがる言説研究 
 テクストにおいて紡ぎ出された物語その
ものについて、また、物語を紡ぐ表現そのも
のがどのような問題を持っているのかにつ
いて、相互のメディア間に見られる差異と共
通性とをそれぞれのメディアの特性を踏ま
えながら抽出し、その上で複数のテクストを
分析的に読み解いていく研究を行った。 
特に、1980 年代の少女文化、および 2010

年代のインターネット動画とそれをイメー
ジした小説群について研究代表者の大橋崇
行が、また、児童文化と現代のメディア文化
との接続について、研究分担者の大島丈志が
中心となって担当した。その際、それぞれの
テクストが多様なテクストをどのように取
り込んで編成されたのかを考える言説編成
過程の分析方法によって研究を進めた。特に
リンダハッチオン著、片渕悦久ほか訳『アダ
プテーションの理論』（晃洋書房、2012 年）
を日本のメディア研究においてどのように
応用していくかという視点も踏まえながら、
新たな研究方法の構築を目指した。 
 
(３) 雑誌メディアを対象とした新しいメ

ディア論 
分担研究者の山中智省が中心となり、1988

年に創刊された雑誌『ドラゴンマガジン』や、
徳間書店が刊行していた「アニメージュ文
庫」などについて調査・収集を行った。 
その際、既存の文学研究やメディア研究の

方法だけでなく、雑誌の成立とそこに関わっ
たライトノベルやアイドル文化、ゲーム文化、
コスプレ文化の関係性をオーラルヒストリ
ーの調査・収集を踏まえて分析を行うことで、
新しいメディア論の構築をめざした。 
 
４．研究成果 
(１) 海外における日本のメディア文化の

受容について 
 タイをはじめとした東南アジア圏、および
アメリカ、フランス、中国おける翻訳と受容
の問題を中心に研究を行った。 
研究分担者の山中智省と研究協力者の太

田睦に資料収集を依頼し、研究成果である大
橋崇行・山中智省編『ライトノベル・フロン
トライン』（青弓社、全３冊）において、太
田睦「ライトノベル翻訳事情」を連載してい
るほか、山中智省が学術論文の形で、タイに
おける日本のメディア文化受容状況を具体
的に報告している。 
 また、ジョン・テ・ホ氏に依頼して、日本
近代文学会東海支部第 58 回研究会で韓国に
おける日本のメディア文化の受容状況につ
いて報告してもらった上で議論を行い、その
具体的な翻訳の様相を明らかにした。 
 
(２) メディア文化資料の調査・収集 
 研究分担者の山中智省を中心に、1988 年創
刊の雑誌『ドラゴンマガジン』のほか、この
時期に徳間書店が刊行していた「アニメージ

ュ文庫」などの資料を収集した。この中には、
国立国会図書館や東京都立多摩図書館など
をはじめ、公共図書館等では所蔵がなくなっ
てしまっている資料が数多く含まれており、
今後、本研究で行った内容が展開されていく
上で非常に貴重な資料群である。 
 また、研究協力者の太田睦とジョン・テ・
ホ、研究代表者の大橋崇行で、海外に翻訳さ
れた日本のライトノベル作品の収集を行っ
ている。 
 これらの成果についてはデータベース化
等の予定はないが、研究代表者、研究分担者
の所属研究機関において、できる限り閲覧可
能な状態にしていく予定である。 
 
(３) メディア化する児童文化 
 研究代表者の大橋崇行が学術論文を執筆
し、現代の日本の中学生・高校生がどの程度
ライトノベルに触れているのかについて、そ
の最先端の状況を明らかにした。 
 また、大島丈志が、宮沢賢治作品のアニメ
ーション化や、「児童文庫」と呼ばれる小学
生向けのエンタテインメント小説について
の研究を行い、如月かずさの作品を中心にラ
イトノベルと現代の児童向け小説とがどの
ように接続しているのかを明らかにした。 
 この他、研究成果である図書『ライトノベ
ル・フロントライン２』において、特集「児
童文学とライトノベルのあいだ」を組み、荻
原規子についての論考や「朝の読書」運動に
ついての論考などから、現在の児童文化・児
童文学とメディア文化との関係を、多角的な
視点で明らかにした。 
 
(４) 少年文化、少年小説とメディア文化と

の関係 
 1960 年代における少年文化とマンガ文化、
少年小説との接続について、研究を行った。
具体的には、梶原一騎原作・川崎のぼる作画
『巨人の星』（1966～71 年）について、従来
の研究で行われてきたマンガ研究やマンガ
史の文脈だけから考えるではなく、同時代の
少年向け野球雑誌や少年雑誌において編成
された言説が、マンガ作品の中にどのように
取り込まれていたのかについて、具体的に明
らかにした。 
 また、特に『巨人の星』と佐藤紅緑『あゝ
玉杯に花うけて』（1928 年）との具体的な関
係を、同時代の第一高等学校野球部と早稲田
の野球部をめぐる関係から明らかにするこ
とを通じて、1970 年代以降のテクストを分析
する際にも小説作品とマンガ作品との断続
を考える上で応用可能な方法として示した。
この内容は、国際学会 Japanese Studies 
Association of Australia（JASS）において、
本研究の方法論的成果として口頭発表を行
っている。 
 
(５) 1980 年代の少女小説と若者言葉・少女

文化との関係 



 平成 27 年 5 月 31 日に行われた平成 27 年
度日本近代文学会春季大会において、久美沙
織、久米依子、倉田容子、嵯峨景子、大橋崇
行の５名でシンポジウム形式のパネル発表
を行った。これを受けて、(２)「メディア化
する児童文化」の問題から発展させる形で、
特に 1980 年代の少女文化についての研究を
行い、その中で集英社コバルト文庫の隆盛と、
当時の少女文化との関係や、メディアによっ
て形成されていく少女小説の作家像と作品
との関わりが明らかになった。 
そのため、研究成果の書籍である『ライト

ノベル・フロントライン１』（青弓社、2015
年）において特集「少女小説１９８０」を組
んで論文を掲載した。その際、研究代表者の
大橋崇行が、当時の雑誌メディアで編成され
ていた若者言葉と少女小説の文体との関係
について明らかにしている。また、このとき
の研究発表が、嵯峨景子『コバルト文庫で辿
る少女小説変遷史』（彩流社、2016 年）に接
続しており、昭和 40 年代から 50 年代にかけ
ての少女小説の具体的な問題点が数多く明
らかになった。 
 
(６) 雑誌『ドラゴンマガジン』の創刊と同

時代のメディア文化との関係 
 研究分担者の山中智省を中心に、1988 年に
創刊された富士見書房の雑誌『ドラゴンマガ
ジン』についての研究を行った。 
この時期のマンガ、 アニメーション、ゲ

ーム、ライトノベルから、アイドル文化、コ
スプレ文化に至るまで、この雑誌において編
成されたさまざまな言説の関係性を「ビジュ
アル・エンターテインメント」という視座か
ら明らかにした。 
また、創刊時の具体的な状況をオーラルヒ

ストリーとしてアーカイブし、研究成果の図
書『『ドラゴンマガジン』創刊物語  ―狼煙
を上げた先駆者たち』（勉誠出版）にまとめ
ている。本書においては従来のライトノベル
についての知見では論じられなかった多く
問題点が示されているだけでなく、こうした
多様な文化の交わりを研究として扱ってい
く上での新しい方法として提示したもので
あり、本研究における大きな成果のひとつだ
ったと言える。 
 
(７) 〈メディアミックス〉から〈メディア

横断型コンテンツ〉の分析へ 
 たとえば小説がマンガや映画、アニメーシ
ョン作品へと展開していくような、原作とな
るテクストがあり、それが他メディアへと編
成されていく旧来型の〈メディアミックス〉
ではなく、複数のメディアに同時進行で次々
に展開していく〈メディア横断型コンテン
ツ〉をどのように分析、考察していくのかに
ついて、その方法論の研究を行った。 
 まずは〈メディアミックス〉について、研
究成果である『ライトノベル・フロントライ
ン３』において特集「メディアミックスの現

在」を組んでいる。研究分担者の山中智省の
ほか６名の執筆者に、アニメーションやゲー
ム、音楽といった現代のメディア文化にどの
ような問題が見られるのか、それぞれの領域
ごとに論じた。 
 その上で、新たな研究方法の構築としては、
テクストを言説として捉えてその編成過程
を分析していく言説研究の研究方法を基本
とした。その上でリンダハッチオンによる
「アダプテーション」についての理論（2006）
などを参照しながら、複数のテクストにみら
れる相互の関係性そのものを読み取ろうと
する研究を行っている。具体的には、研究代
表者の大橋崇行が行った、前掲の JASS にお
ける研究発表がそれに当たる。 
また、山中智省がオーラルヒストリーによ

って 1988 年前後の雑誌創刊の状況を明らか
にしている。 
このように本研究は、日本のメディア文化

研究の最新の状況を踏まえつつ、そこでは今
まであまり見られなかった多くの方法を用
いて進められており、今後、この領域の研究
が進められていくに当たって、多くの視座を
示したものだと言うことができる。 
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